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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 46,557 85.2 36 － △141 － △703 －

2021年３月期第１四半期 25,141 △56.7 △1,372 － △1,881 － △2,678 －

(注)包括利益 2022年３月期第１四半期 1,442百万円( －％) 2021年３月期第１四半期△3,405百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 △37.85 －

2021年３月期第１四半期 △143.39 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 137,252 55,353 29.9

2021年３月期 136,714 55,032 29.5

(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 41,072百万円 2021年３月期 40,305百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 8.00 8.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 8.00 － 10.00 18.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 220,000 19.8 4,500 46.5 3,700 55.3 1,000 － 53.81
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無

新規 －社 （社名）－ 、 除外 －社 （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 18,712,244株 2021年３月期 18,712,244株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 128,921株 2021年３月期 128,901株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 18,583,340株 2021年３月期１Ｑ 18,678,443株

(注)１．期末自己株式には、「役員向け株式給付信託」により当該信託が保有する当社株式（前連結会計年度

95,100株、当第１四半期累計期間95,100株）を加算しております。

２．期中平均株式数(四半期累計)は、自己名義所有株式分を控除する他、「役員向け株式給付信託」によ

り当該信託が保有する当社株式(当第１四半期累計期間95,100株）を控除して算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因に

より大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につきましては、添付資料２ページ「1. 当四半

期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。収益認識会計基準等の適用による財政状態及び経

営成績への影響は軽微であります。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症が依然として大きな影響を及ぼし

ており、経済活動は厳しい状況が続いております。ワクチン接種が進む中、経済活動が再開され回復の兆しを見

せつつあるものの、国・地域によっては変異株が流行して感染の再拡大が懸念されるなど、収束が見通せない状

況が続きました。

自動車業界においては、新型コロナウイルス感染症の影響からは総じて回復基調にありますが、前年度末から

の世界的な半導体不足による減産が相次いでおり、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

こうした事業環境において当社グループは、2020年４月より第14次中期計画をスタートさせました。「限界突

破！世界中のお客様へこだわりのBest Oneを」との全社グローバル方針のもと、「Back to Basics」「Challenge

for New」を基礎として、お客様に対して新たな価値を提供すべく活動し、受注拡大に努めてまいりました。新型

コロナウイルス感染症から生じた環境変化や課題に的確に対応し、サステナビリティを踏まえた新規受注活動や

新技術への取り組み、投資の最適化、各種改善活動、経費の削減など、方針の具現化に取り組んでおります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は46,557百万円(前年同期比85.2％増)、営業利益

は36百万円(前年同期は営業損失1,372百万円)、経常損失は141百万円(前年同期は経常損失1,881百万円)、親会社

株主に帰属する四半期純損失は703百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失2,678百万円)となりま

した。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(日本)

主要得意先からの受注台数が新型コロナウイルス感染症や半導体不足による影響を受けて前年同期並みに推移

したことを受け、売上高は4,771百万円(前年同期比8.8％増)となりました。損益は、商品売上が増加したことや

コスト削減に取り組んだ結果、営業利益は184百万円(前年同期は営業損失1,012百万円)となりました。

(北米)

主要得意先からの受注台数が新型コロナウイルス感染症による影響から回復したことを受け、売上高は27,307

百万円(前年同期比81.8％増)となりました。一方、損益面では、労務費の増加や材料価格の高騰などにより営業

損失は788百万円(前年同期は営業損失524百万円)となりました。なお、前年同期は新型コロナウイルス感染症の

影響に係る固定費（1,496百万円）を特別損失へ計上しており、同固定費を考慮し比較すると前年同期比1,232百

万円の増益となっております。

(アジア)

主要得意先からの受注台数が新型コロナウイルス感染症の影響から回復したことを受け、売上高は14,478百万

円(前年同期比152.3％増)、営業利益は693百万円(前年同期は営業利益５百万円)となりました。なお、前年同期

は新型コロナウイルス感染症の影響に係る固定費（692百万円）を特別損失へ計上しており、同固定費を考慮し比

較すると前年同期比1,380百万円の増益となっております。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金は減少しましたが、現金及び預金、建設

仮勘定の増加により、前連結会計年度末に比べ538百万円増加し、137,252百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金は減少しましたが、短期借入金の増加により、前連結会計年度末に比べ216百万円

増加し、81,899百万円となりました。

純資産は、利益剰余金等は減少しましたが、為替換算調整勘定の増加により、前連結会計年度末に比べ321百万

円増加し、55,353百万円となりました。

収益認識会計基準等を適用しておりますが、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2021年７月15日の「業績予想および配当予想に関するお知らせ」で公表いたし

ました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,708 6,544

受取手形及び売掛金 31,578 25,840

商品及び製品 6,547 7,289

仕掛品 4,351 4,960

原材料及び貯蔵品 8,743 9,491

その他 2,744 2,646

流動資産合計 57,673 56,772

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,147 17,148

機械装置及び運搬具（純額） 32,880 32,688

建設仮勘定 9,034 10,327

その他（純額） 10,950 11,085

有形固定資産合計 70,012 71,250

無形固定資産 320 309

投資その他の資産

投資有価証券 6,995 7,170

その他 1,712 1,749

投資その他の資産合計 8,708 8,919

固定資産合計 79,041 80,479

資産合計 136,714 137,252

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,772 17,207

短期借入金 20,872 24,042

1年内返済予定の長期借入金 9,884 10,066

未払法人税等 658 426

役員賞与引当金 31 25

その他 8,182 7,905

流動負債合計 59,401 59,672

固定負債

長期借入金 16,943 16,782

役員退職慰労引当金 57 43

退職給付に係る負債 791 800

負ののれん 44 43

その他 4,443 4,556

固定負債合計 22,280 22,226

負債合計 81,682 81,899
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,790 6,790

資本剰余金 6,733 6,733

利益剰余金 26,559 25,693

自己株式 △64 △64

株主資本合計 40,019 39,153

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 490 564

為替換算調整勘定 △333 1,229

退職給付に係る調整累計額 128 125

その他の包括利益累計額合計 286 1,918

非支配株主持分 14,726 14,281

純資産合計 55,032 55,353

負債純資産合計 136,714 137,252
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 25,141 46,557

売上原価 23,236 43,081

売上総利益 1,904 3,475

販売費及び一般管理費 3,277 3,439

営業利益又は営業損失（△） △1,372 36

営業外収益

受取利息 14 17

受取配当金 18 29

持分法による投資利益 － 33

その他 69 43

営業外収益合計 102 123

営業外費用

支払利息 210 191

持分法による投資損失 270 －

為替差損 113 86

その他 17 23

営業外費用合計 611 301

経常損失（△） △1,881 △141

特別利益

固定資産売却益 0 0

補助金収入 1,104 －

特別利益合計 1,104 0

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 18 24

新型コロナウイルス感染症による損失 2,265 －

特別損失合計 2,284 24

税金等調整前四半期純損失（△） △3,060 △165

法人税、住民税及び事業税 317 611

法人税等調整額 △108 △78

法人税等合計 208 533

四半期純損失（△） △3,269 △698

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,678 △703

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△590 4

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 91 72

為替換算調整勘定 △323 2,024

退職給付に係る調整額 47 △3

持分法適用会社に対する持分相当額 48 47

その他の包括利益合計 △136 2,140

四半期包括利益 △3,405 1,442

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,823 929

非支配株主に係る四半期包括利益 △581 512
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準）

当社及び国内連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下

「収益認識会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することと

しております。

これにより、買戻し義務を負っている有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品

の期末棚卸高について「仕掛品」を認識するとともに、有償支給先から受け取った対価について金融負債を認識

する等、一部の取引について変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は160百万円及び売上原価は160百万円増加しております。利益

剰余金期首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「その他」の一部は当第１四半期連結会計期間より「仕掛品」に含めて表示し、前連結会計年度の連結貸借対

照表において、「流動負債」に表示していた「支払手形及び買掛金」の一部は「その他」として表示しておりま

す。また、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「売上原価」のマイナス処理をしてい

た一部の取引に関して、「売上高」に含めて表示しております。

なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第１四半期連結

累計期間について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の

見積りの仮定については、重要な変更はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算)

一部の連結子会社における四半期連結財務諸表の税金費用については、当第１四半期連結会計期間を 含む連

結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

(損失)に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

一部の連結子会社において、政府等の要請にもとづき、拠点の稼働停止を実施した期間及び稼働時間を短縮した

期間にかかる休業手当等に対して政府から助成金を受給しております。当該助成金収入は、関連する人件費等（売

上原価466百万円、販売費及び一般管理費12百万円）と相殺して表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 北米 アジア

売上高

外部顧客への売上高 4,386 15,016 5,738 25,141

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

2,122 355 463 2,941

計 6,508 15,371 6,202 28,082

セグメント利益又は損失（△） △1,012 △524 5 △1,531

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △1,531

セグメント間取引消去 159

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △1,372

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 北米 アジア

売上高

外部顧客への売上高 4,771 27,307 14,478 46,557

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

3,504 324 550 4,378

計 8,276 27,631 15,028 50,936

セグメント利益又は損失（△） 184 △788 693 88

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 88

セグメント間取引消去 △52

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 36

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の報告セグメント「日本」の売上高は160百

万円増加しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


